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2016年映画市場の最新動向

　今月号では 3 月にラスベガスで開催され
た CinemaCon2016 での話題と、米国
映画制作者連盟（MPAA: Motion Picture 
Association of America）と米国映画館
主組合（NATO: National Association of 
Theatre Owners）の 2016 年度統計資料
もから最新の映画興行市場の動向を紹介し
ていく。

　写真 1 に示しているのが CinemaCon の
スタジオスポンサーであるが、ハリウッド
メジャースタジオ（20 世紀 FOX, ディズ
ニー、パラマウント、ソニーピクチャー、

ユニバーサル、ワーナーブラザーズ）に並
んでネット系映画配信参入を宣言したアマ
ゾンスタジオとインディペンデンス系配給
ではあるが映画興行関連の集計ではメジャ
ーの一角として扱われているライオンズゲ
ート、そしてインディペンデンス系配給の
フォーカスフューチャーズ、STX フィルム
ズが入っていることが大きな特徴である。
　ネット系映画配信では、アマゾンスタジ
オと並んでネットフリックスも米国の代表
的なインディペンデンス映画祭であるサン
ダンスフィルムフェスティバルで作品買い
付けを行っており今後の動向が注目されて

いる。このネット系
映画配信の動向につ
いては世界の映画興
行市場全体を俯瞰し
て最後に改めて論評
させていただく。
　 図 1 は 、
CinemaCon2017
でリサーチ会社 IHS
のシニアアナリスト
であるデイビッド・

ハンコック氏が講演した資料を基にした現
在の映画興行市場の概要である。

　まず、2016 年末で全世界のスクリー
ン数は 163,928（デジタル：155,069、
フィルム：8,859）であり、デジタルスク
リーンの内訳は 2D 上映のみが 67,893、
3D 上映対応が実に 87,176 スクリーンで
ある。ここ数年急速に拡大している中国の
映画スクリーンの大半が 3D 上映対応であ
ることからデジタルスクリーンの 56% が
3D 上映対応となっていることは今後予想
される VR/AR 等の次世代映像展開のイン
フラとして考えると、平均客席数を 200
としても 1,700 万人が同時に 3D 映像を
鑑賞できることは誰も想定していなかった
現象で有り、次世代コンテンツの事業企画
を担当している関係者は、今一度全世界の
3D 上映スクリーンに注目していただきた
い。
　このデジタルスクリーンで急速に展開を
しているのがレーザー光源による DCI 準
拠プロジェクタであり、昨年末時点です
でに 5,000 スクリーンがレーザー光源に
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図 1　世界の映画スクリーン動向
（CinemaCon2016 IHS David Hancock 氏講演資料準拠） 図 2　2016 年地域別スクリーン構成

写真 1　CinmaCon2016 のスポンサー表示
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置き換わったとの観測もある。2015 年
の CinemaCon で NEC が 世 界 初 と な る
青色レーザーによる蛍光体励起型プロジェ
クターを発表し、光源寿命 20,000 時間、
10m 迄スクリーン対応とし、かつ 3 万ド
ルの価格で NEC アメリカが独自のファイ
ナンスプラン迄提供することを発表し中小
規模の映画館チェーン向けに販売を開始し
た。今年の CinemaCon でもさらに高輝度
の蛍光体励起型プロジェクタを発表してお
り、20m 未満のスクリーンには全て対応
可能な品揃えとなって先行している。一方
で、BARCO とクリスティは RGB レーザ
ーによる大画面用高輝度レーザープロジェ
クタに注力していたが、このフルスペック
RGB レーザープロジェクタは昨年末時点で
375 スクリーン迄にしか到達していない。
中国市場で映画館チェーン差別化の為に独
自の PLF として RGB レーザーを 100 ス
クリーン導入している事例もあるが RGB
レーザー光源が高価格であることから、昨
年になって BARCO やクリスティも蛍光体
励起型レーザープロジェクタの販売を開始
している。
　今後 7 年間程度は 10 年契約での VPF
によるデジタルプロジェクタが順次契約満
了で更新時期を迎えることから、年間で 1
万台を越える更新の需要に対して DCI 準拠
プロジェクタを販売する三社がどのような
魅力あるファイナンスプラン（映画館側と
しては、現在支払っているキセノンランプ
代金の数倍以内で返済が終われば誠に魅力
的であるが）を提供できるかにある。VPF
のようにデジタル化で利益を上げる配給会
社のような打ち出の小槌となる関係者が存
在しないことから、映画館の返済可能な価
格帯で、かつ映画館の日常経費で頭を悩ま
せるキセノンランプ購入費用負担とのバラ
ンスで装置を提供できるかにかかってくる。
　BARCO もクリスティが圧倒的なシェ
アーを持っている米国で、西海岸で最も活
気のある再開発地区であるロザンゼルス
の LA ライブに立地するリーガルのシネコ
ン（Regal Cinemas LA Live14）を全て
RGB レーザープロジェクタに入れ替えてハ
リウッド関係者への話題作りを行っている。
余談であるがこの LA ライブから徒歩 5 分
の Pico ステーションで LA メトロエキスポ

ラインに乗車すれば、二駅目が南カリフォ
ルニア大学のキャンパスであるジェファー
ソン /USC ステーション、その次が IMAX
シアターやスペースシャトル：エンデバー
が展示されているカリフォルニア・サイエ
ンス・センターである。このサイエンスセ
ンターの隣接地にはオリンピックスタジア
ムがあり、既存施設のみで立候補できると
してロサンゼルスがオリンピック候補都市
に名乗りをあげていることは誠に興味深い。
当然のことながら、新規投資は限りなくゼ
ロに近いことが最大のセールスポイントで
ある。

　さて、DolbyATMOS 等に代表されるオ
ブジェクト指向型立体音響（シーン毎のメ
タデータ記述で個別の音響データが自由に
劇場空間内を移動するように感じられるシ
ステム）の Immersive Sound は 3,300
まで普及している。劇場の壁面や天井に
20 個以上のスピーカーを配置して指向性
立体音響を実現しようとする技術に対して、
座席の肩口に近い背面にスピーカーを設置
し耳元でささやかれるような音響効果を指
向する技術、座席の座面にバススピーカを
設置し地鳴りのような効果を狙う技術、そ
して筆者が提案したいのは座席通路に小型
スピーカを配置して劇場内を走り回るよう
な臨場感効果を狙う立体音響である。いず
れにせよ、作品と次世代立体音響効果がマ
ッチングしてこそ観客から支持を得るわけ
で有り、さらなる技術的展開が無いとスク
リーン数増加は難しいのではと感じられる。
　
　大画面上映による圧倒的な臨場感を武器
にして展開を図ってきた IMAX はデジタ
ル化したことにより独自のフィルムプリン
トや映写室でのフィルムハンドリングの
束縛から解放された訳であるが 5 年間で
2,000 万円と伝えられているライセンス
料や、上映作品が IMAX が配給権を獲得し
た作品のみに限定されることから全世界で
850 スクリーンにとどまっている（内中国
市場が 6 割程度）。この IMAX のライセン
ス料負担や、上映作品の構成を自由に行い
たいとの理由から大手映画興行チェーンは
独自のプレミア大画面上映システム（PLF: 
Premium Large Format）をシネコンの旗

艦スクリーンに展開しており、この PLF ス
クリーンは全世界で 2,600 スクリーンに
到達しており、今後も急成長するとみられ
ている。
　日本でも一部映画館で話題を呼んだ揺動
型座席による 4DX/IMS は、観客層が遊園
地のジェットコースターマニアと共通する
特定層に限定されるために 1,000 スクリ
ーンの普及で止まっており、特に訴訟社会
の米国では一般の映画館には受け入れられ
ていない。感受性が高い人や、映像に入り
込みすぎる場合には 4DX/IMS での過度な
体感刺激が不快感やショック症状、最悪の
ケースでは発作にまでつながりかねないの
で興行側による細心の注意が必要である。

“過ぎたるは及ばざるがごとし”の格言に加
えて、必要最小限の効果で映画を楽しんで
頂くための補助装置である！！の原点を忘
れないで運営してもらいたい。
　HDR での視感度特性規格策定を含めて
映像系に注力しているドルビーが主導する
Dolby Cinema/HDR は提携する AMC チ
ェーンでの 70 スクリーンに展開している。
また、筆者が勤務していた東工大が最初に
導入した CAVE（箱形 VR システム）を思
いださせる 3 面スクリーンによる次世代
シネマの一つである BARCO ESCAPE は
30 スクリーン、大画面で IMAX を意識し
ている Screen X が 107 スクリーン、そ
してフランス発の広色域上映が可能と喧伝
する Eclaircolor が 18 スクリーンとなっ
ている。
　なお、HDR 上映や Eclaircolor につい
ては配給される DCP が DCI 色域でマスタ
リングされ、かつ JPEG2000 で数十分
の 1 に圧縮されている場合には HDR も色
域拡大も理論的に無意味であり、配給作品
そのものを昔の 70mm シネラマのように
35mm を圧倒する映像表現面積を持った
フィルムに相当する 4K 非圧縮での作品編
集・仕上げ、そして配給までを実現しない
かぎり家電量販店での民生用 TV セットで
の営業トークとなんら変わらない事になる。
　また、各映画興行チェーンの生き残りを
かけて客席をリクライニング対応革張りシ
ートにリニューアルするなどのプレミアム
シーティングへの投資が積極的に行われて
おり、競争が激化する米国映画興行市場で
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込みすぎる場合には 4DX/IMS での過度な
体感刺激が不快感やショック症状、最悪の
ケースでは発作にまでつながりかねないの
で興行側による細心の注意が必要である。

“過ぎたるは及ばざるがごとし”の格言に加
えて、必要最小限の効果で映画を楽しんで
頂くための補助装置である！！の原点を忘
れないで運営してもらいたい。
　HDR での視感度特性規格策定を含めて
映像系に注力しているドルビーが主導する
Dolby Cinema/HDR は提携する AMC チ
ェーンでの 70 スクリーンに展開している。
また、筆者が勤務していた東工大が最初に
導入した CAVE（箱形 VR システム）を思
いださせる 3 面スクリーンによる次世代
シネマの一つである BARCO ESCAPE は
30 スクリーン、大画面で IMAX を意識し
ている Screen X が 107 スクリーン、そ
してフランス発の広色域上映が可能と喧伝
する Eclaircolor が 18 スクリーンとなっ
ている。
　なお、HDR 上映や Eclaircolor につい
ては配給される DCP が DCI 色域でマスタ
リングされ、かつ JPEG2000 で数十分
の 1 に圧縮されている場合には HDR も色
域拡大も理論的に無意味であり、配給作品
そのものを昔の 70mm シネラマのように
35mm を圧倒する映像表現面積を持った
フィルムに相当する 4K 非圧縮での作品編
集・仕上げ、そして配給までを実現しない
かぎり家電量販店での民生用 TV セットで
の営業トークとなんら変わらない事になる。
　また、各映画興行チェーンの生き残りを
かけて客席をリクライニング対応革張りシ
ートにリニューアルするなどのプレミアム
シーティングへの投資が積極的に行われて
おり、競争が激化する米国映画興行市場で



18

FDI・2017・05

は 3 割以上の客席をプレミアムシーティン
グにリニューアルすると投資家説明会で発
表する興行チェーンが相次いでいる。
　そして米国の AMC チェーンが高級住宅
街に立地する映画館を重点的に改装してい
るのが In-dining（映画館内でのフルコース
に近い食事とアルコール類の提供）であり、
都市部の夜間客が見込める立地ではビアホ
ール並みの銘柄を揃えたドラフトハウスと
称する映画館も展開が始まっている。まも
なくロサンゼルス・ダウンタウンの 7th ス
トリートの再開発である TheBLOC（メイ
シーズ百貨店を全面改装し地下鉄駅との連
絡通路もすでに開通）にもドラフトハウス
シネマがオープンする。日本でも大都市部
の映画館では、このようなドラフトハウス
シネマや食事提供型の次世代映画館が話題
を呼ぶことを願っている。
　PSF/Boutique は逆に特定少数の為の
究極の映画館を目指しており、テーマパ
ーク等での展示映像制作で著名なトラン
ブル氏が提唱する PSF（Premium Small 
Format）スクリーンは“Premium Small 
Format 25.pdf”にコンセプトが示されて
おり、彼が提案する 120fps での時間軸高
解像度映像を 100ft x 100ft x 50ft の半
球面スクリーンを設置した 300 席の階段

状客席で高ダイナミックレンジで鑑賞する
シアターの提案である。Boutique シネマ
は欧州の映画興行チェーンで以前からあっ
た会員専用スクリーンでのロビーサービス
をさらに進化させた高級ブティックの特別
顧客サロンを想定したラウンジが付属する
映画館である。以前の連載でも紹介したソ
ウルのロッテデパートに隣接するロッテシ
ネマではシャーロッテスクリーンと称する
革張りリクライニングシートとフリードリ
ンク付きのプレミアスクリーンが設置され
ていたが、ブティックシネマではさらに高
級感を増したサービス提供となっている。
　Secret Cinema は数年前からロンドン
で始まっているイベント型シネマで、開催
日時のみ告知して参加者を募り、前日に開
催場所と番組内容が参加者のみに通告され
る内容である。詳細は公開されないが演劇
やパフォーマンス、音楽演奏などと映画上
映が一体化した興行内容であり、未だに継
続していることから特定の観客層を掴んで
いると言える。
　Pop-Up Cinema は 10 年 以 上 前 か ら
IBC や ShowWEST 等で展示されていた空
気膨張型仮設スクリーンとデジタル上映シ
ステムをセットにして上映支援サービスを
行う業態である。従来のドライブインシア

ターでは固定設備としてスクリーンや上映
設備を設置する必要があったが、この Pop-
Up Cinema では、最も集客の見込めるシ
ーズンに限定してリースすれば良いのと、
コバンザメ商法と呼ぶと失礼だが大型イベ
ントの隣接地にこのシステムで仮設の屋外
映画館を短時間（スクリーンの膨張と設置
固定は 30 分未満である）で設営できるメ
リットがある。

　表 1 と図 2 には、世界の地域別スクリー
ン構成を示している。
　北米地域は総スクリーン数 43,531

（2D:25,914、 3D: 16745、 Film:872）、
欧 州・ 中 東 地 域 で は 総 ス ク リ ー ン 数
41,840 （2D: 22,081、 3D:18,278、
Film:1,481）、アジア太平洋地域では総
ス ク リ ー ン 数 66,360 （2D:12,905、
3D:46,949、 Film:8,5069）、中南米地域
では総スクリーン数 12,197 （2D:6,993、
3D:5,204、 Film:0）となっており、残存
する Film スクリーンは 8,859 のみであ
り、デジタルスクリーン総数は 155,069 

（2D:67,893、 3D:87,176）である。
　表 2 に示しているように北米地域以外
で 2015 年に 98,498 スクリーンであ
ったデジタルスクリーンが 2016 年に
112,410 スクリーンと 13,912 スクリー
ンと急増したのも中国での行き過ぎた不動
産投資による映画館建設が背景にあり、一
部の報道では現在の中国国内のマンション
建設計画では居住可能人数が 30 億人を越
えていると言われている。昨年末です総ス
クリーン数は米国を越えたとも言われてい
るが、中国国内の映画スクリーンがブラッ
クスクリーンとならないようにと願うしか
無い。
　表 3 には、デジタル 3D スクリーンの
2012 年度以降の進捗状況を示している
が、対前年度変化率でも 15％以上でスク
リーン数が増加しているが、この増加に最
も寄与しているのが中国での新設スクリー
ンの大半が 3D 対応となっていることにあ
る。日本では、一次ハシカにかかったよう
な 3D 映画ブームが吹き荒れ、その後は忘
れ去られている感覚であるが表 20 に示し
ているように米国での 2016 年興行成績上
位 25 作品の内で 3D 配給が 20 作品であ

地域 フィルム デジタル2D デジタル３D 合計

北米 872 25,914 16,745 43,531
EMEA 1,481 22,081 18,278 41,840

アジア太平洋 6,506 12,905 46,949 66,360
中南米 0 6,993 5,204 12,197
全世界 8,859 67,893 87,176 163,928

＊ＥＭＥＡ：欧州（ロシア含む）、中東、アフリカを示している

北米/その他 2012 2013 2014 2015 2016
US/Canada 35,975 39,757 41,518 42,552 42,659
International 53,367 71,572 85,948 98,498 112,410
Total 89,342 111,329 127,466 141,050 155,069

地域 2012 2013 2014 2015 2016 シェア

US/Canada 14,734 15,782 16,143 16,441 16,745 39
EMEA 13,964 15,813 16,880 17,580 18,278 45
Asia Pacific 14,219 17,726 27,472 35,807 46,949 78
Latin America 2,629 3,748 4,294 4,733 5,204 43
Total 45,546 53,069 64,789 74,561 87,176 56
前年度変化率 25 17 22 15 17

地域 2014 2015 2016 シェア
US/Canada 763 889 945 2
EMEA 191 248 295 1
Asia Pacific 558 763 859 1
Latin America 154 205 231 2
Total 1666 2105 2330 1
前年度変化率 26 11

スクリーン構成 2011 2012 2013 2014 2015 2016
1-4スクリーン 6,570 6,386 6,487 6,461 6,449 6,076
5スクリーン以上 33,010 33,276 33,537 33,824 34,098 34,316
合計 39,580 39,662 40,024 40,285 40,547 40,392

種別 2011 2012 2013 2014 2015 2016
フィルム 13,959 6,533 3,222 1,873 1,109 869
デジタル（非３D) 12,686 19,570 22,319 23,617 24,361 24,205
デジタル３D 12,935 13,559 14,483 14,795 15,077 15,318
合計 39,580 39,662 40,024 40,285 40,547 40,392

2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2012
北米 $10.20 $10.80 $10.90 $10.40 $11.10 $11.40 2% 5%

その他の地域 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.20 $27.20 0% 14%
合計 $32.60 $34.70 $35.90 $36.40 $38.30 $38.60 1% 11%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 % Change15vs.14 %Change16vs.12

欧州中東 $10.80 $10.70 $10.90 $10.60 $9.70 $9.50 -2% -11%
アジア太平洋 $9.00 $10.40 $11.10 $12.40 $14.10 $14.90 5% 44%
ラテンアメリカ $2.60 $2.80 $3.00 $3.00 $3.40 $2.80 -18% 2%

合計 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.20 $27.20 0% 14%

1 中華人民共和国 $6.60 11 イタリア $0.70
2 日本 $2.00 12 ロシア $0.70
3 インド $1.90 13 スペイン $0.70
4 英国 $1.70 14 オランダ $0.30
5 フランス $1.60 15 インドネシア $0.30
6 韓国 $1.50 16 台湾 $0.30
7 ドイツ $1.10 17 アルゼンチン $0.30
8 オーストラリア $0.90 18 香港 $0.30
9 メキシコ $0.80 19 ポーランド $0.20

10 ブラジル $0.70 20 トルコ $0.20
International Box Office by Region .All Films (US$ Billions)5

Source: IHS, local sources 名称 本社所在値 スクリーン 館数
1 AMC Theatres Leawood, KS 8,218 659
2 Regal Entertainment Group Knoxville, TN 7,310 564
3 Cinemark USA, Inc. Plano, TX 4,582 339
4 Cineplex Entertainment LP Toronto, ON 1,683 165
5 Marcus Theatres Corp. Milwaukee, WI 885 68
6 Harkins Theatres Scottsdale,AZ 501 33
7 Southern Theatres LLC New Orleans, LA 499 44
8 B & B Theatres Liberty, MO 401 50
9 National Amusements, Inc. Norwood, MA 392 29
10 Malco Theatres Inc. Memphis, TN 341 34
資料出所：http://www.natoonline.org/data/top-10-circuits/

As of January, 2017

表 1　2016 年映画スクリーンの地域別構成 表 2　世界のデジタルスクリーン数推移 (2012-2016)

表 3　世界のデジタル3Dスクリーン数推移 (2012-2016)

表 4　世界の PLF スクリーン数推移 (2014-2016)

表 5　2011 ～ 2016 年米国規模別スクリーン数推移 表 6　2011 ～ 2016 年　米国映画スクリーン種別の推移

表 7　2011 ～ 2016 年での世界興行売上推移
（10億ドル） 表8　2016年北米以外での興行売上推移(10億ドル）

表 9　2016 年度北米以外の興行売上上位 20カ
国（10億ドル）

表 10　北米地域の映画興行チェーン上位 10社
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ることを忘れてはいけない。地域別のデジ
タルスクリーンにおける 3D スクリーンの
市場占有率では北米地域が 39％、欧州中
東地域が 45％、アジア太平洋地域はダン
トツの 78％、そして中南米地域が 43％と
なっており、全世界平均では 56％のシェ
アーを持っていることを世界に向けての映
画配給を志しているかたは忘れないで欲し
い。
　さて、冒頭でも紹介した映画興行チェー
ン独自の大型上映システムである PLF ス
クリーンは昨年末で 2,330 スクリーンと
なり、北米地域が 945、欧州中東地域が
295、そしてアジア太平洋地域が 859、
中南米地域が 231 スクリーンとなって
いる。アジア太平洋地域では 2014 年の
558 スクリーンが 859 まで 300 スクリ
ーン増加しているが、大半が中国での新設
シネコンが旗艦スクリーンに RGB レーザ
ーや 4K プロジェクタを設置した独自ブラ
ンドの PLF スクリーンを展開した結果であ
る。
　次に、米国の映画館経営状況であるが表
5 に示すように 4 スクリーン以下の中小映
画館は 2011 年の 6,570 スクリーンが
2016 年では 6,076 スクリーンと 500
スクリーン減少し、5 スクリーン以上のい
わゆるシネコンも 2011 年の 33,010 ス
クリーンから 34,316 スクリーンへの微
増であり、米国での映画スクリーン数は
40,000 スクリーンで飽和状態となってい
る。表 6 に示しているスクリーンの種別推
移でも 2011 年に 13,959 スクリーンあ
ったフィルム上映対応スクリーンが 869
スクリーン迄激減したのを補うにとどまっ
ているのが現状である。

　表 7 は、世界市場での映画興行売上の推
移であるが、全世界では 2016 年は対前年
度比 1% の微増であり、北米地域は 2% 増
であるものの他の地域が伸び悩んでいる結
果となっており、全世界で 386 億ドル（1
＄/ ￥110 換算では 4 兆 2,460 億円）の
市場規模である。表 8 に示している北米地
域以外の興行売上推移ではアジア太平洋地
域が中国市場の拡大をうけて 5% 増加した
ものの、欧州中東地域が -2％、経済低迷が
続く中南米地域では -18％と落ち込んでい

る。
　表 9 には北米以外での映画興行売上上
位 20 カ国を示しているが中華人民共和国
がダントツの 66 億ドル、第 2 位が日本で
20 億ドル、第 3 位がインドで 19 億ドル、
そして英国 17 億ドル、フランス 16 億ド
ルと続いている。
　さて、米国の映画興行チェーンは中国
の Wanda グループに買収された AMC 
Theatres が豊富な投資資金を駆使して
2015 年に第四位であった Carmike を買
収し、新生 AMC Theatres として総スク
リーン数 8,218、映画館数 659 館と全米
第 1 位の座に登り詰めた。第 2 位の Regal 
Entertainment とはスクリーン数で 908、
映画館数で 95 館の経営規模差を付けて数
年前から取り組んでいる映画館内での食事
提供型スクリーン（Dine-In Theatre）や
3 割以上のスクリーンをリクライニング対
応とするリニューアル施策の実行などで、
さらなる経営体質の改善を図っている。か
つては 1,000 スクリーン以上の映画興行
チェーンが名前を連ねていた全米トップ
10 シネマサーキットも第五位の Marcus 
Theatres が 885 スクリーンと日本の大手
興行チェーンと大差無い経営規模となって
きており、今後も中小映画館チェーンの統
廃合や買収・吸収が続くと予想される。

　表 11 には 1987 年以降の米国映画ス
クリーン数の推移を示しており、東京オリ
ンピック翌年の 1987 年に 22,679 ス
クリーン（内ドライブインが実に 2,084
スクリーン）が 2015 年のピーク時には
40,759 スクリーンにまで増加した。ドラ
イブインスクリーンは 1990 年以降急速に
衰退し現在は 595 スクリーンにまで減少
しているが冒頭でも紹介して空気膨張型ス
クリーンによる Pop-Up Cinema システム
により日本でも復活して欲しいところであ
る。
　映画館数も表 12 に示しているように
1996 年に 7,798 館であった映画館が
5,821 館にまで減少してきており、徒歩圏
の観客を対象とする都市型映画館の衰退な
のか、住宅地の郊外分散による映画館商圏
人口密度の希薄化が原因なのか、はたまた
映画大国米国でも年間映画鑑賞回数が減少
してきている影響なのかは難しいところで
ある。
　表 13 には米国の映画チケット平均価格
の推移を示しており、東京オリンピックが
開催された 1986 年では 3.71 ドルであっ
た映画チケットが現在では 8.65 ドルにま
で上昇している。観客動員数は 2002 年の
15 億 7 千万人をピークにして最近は 13
億人台で推移しており、最近の映画興行市

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2016 39,579 595 40,174 1999 36,448 683 37,131
2015 40,164 595 40,759 1998 33,418 750 34,168
2014 39,356 656 39,956 1997 31,050 815 31,865
2013 39,368 656 40,024 1996 28,905 826 29,731
2012 39,056 606 39,662 1995 26,995 848 27,843
2011 38,974 606 39,580 1994 25,830 859 26,689
2010 38,902 618 39,520 1993 24,789 837 25,626
2009 38,605 628 39,233 1992 24,344 870 25,214
2008 38,201 633 38,834 1991 23,740 899 24,639
2007 38,159 635 38,794 1990 22,904 910 23,814
2006 37,765 650 38,415 1989 21,907 1,014 22,921
2005 37,040 648 37,688 1988 21,632 1,497 23,129
2004 35,795 640 36,435 1987 20,595 2,084 22,679
2003 35,016 634 35,650
2002 35,022 666 35,688
2001 34,823 683 35,506
2000 35,696 683 36,379

資料出所: http://www.natoonline.org/data/
ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が大きく異なる

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2016 5,472 349 5,821 1999 7,031 446 7,477
2015 5,484 349 5,833 1998 6,894 524 7,418
2014 5,463 393 5,856 1997 6,903 577 7,480
2013 5,326 393 5,719 1996 7,215 583 7,798
2012 5,317 366 5,683 1995 7,151 593 7,744
2011 5,331 366 5,697
2010 5,399 374 5,773
2009 5,561 381 5,942
2008 5,403 383 5,786
2007 5,545 383 5,928
2006 5,543 396 5,939
2005 5,713 401 6,114
2004 5,629 402 6,031
2003 5,700 400 6,100
2002 5,712 432 6,144
2001 5,813 440 6,253
2000 6,550 442 6,992

資料出所: http://www.natoonline.org/data/us-cinema-sites/
ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が大きく異なる

表 11　米国映画スクリーン数の推移 (2016 年 5 月集計） 表 12　米国映画館数の推移 (2016 年 5 月集計）

2015 2016
NFL（アメリカンフットボール） 343.32 371.92

NHL（アイスホッケー） 248.72 248.72
NBA（バスケット） 215.92 223.52

Theme Parks（テーマパーク） 209.44 233.40
MLB（大リーグ野球） 115.76 124.00

Cinemas（映画） 33.72 34.60

年度 価格 観客 総売上 年度 価格 観客 総売上
2016 ¥8.65 1.314 $11.372 1999 $5.06 1.440 $7.330
2015 $8.43 1.320 $11.120 1998 $4.69 1.438 $6.860
2014 $8.17 1.270 $10.400 1997 $4.59 1.354 $6.216
2013 $8.13 1.340 $10.920 1996 $4.42 1.319 $5.817
2012 $7.96 1.360 $10.790 1995 $4.35 1.211 $5.269
2011 $7.93 1.280 $10.180 1994 $4.08 1.240 $5.184
2010 $7.89 1.339 $10.580 1993 $4.14 1.182 $4.897
2009 $7.50 1.414 $10.600 1992 $4.15 1.099 $4.563
2008 $7.18 1.341 $9.634 1991 $4.21 1.140 $4.800
2007 $6.88 1.400 $9.632 1990 $4.22 1.190 $5.020
2006 $6.55 1.401 $9.170 1989 $3.99 1.260 $5.030
2005 $6.41 1.376 $8.820 1988 $4.11 1.080 $4.460
2004 $6.21 1.484 $9.290 1987 $3.91 1.090 $4.250
2003 $6.03 1.521 $9.150 1986 $3.71
2002 $5.80 1.570 $9.090 1985 $3.55
2001 $5.65 1.438 $8.110 1984 $3.36
2000 $5.39 1.383 $7.510

資料出所　：http://www.natoonline.org/data/

2015 2016
Cinemas （映画） 1,321 1315

Theme Parks （テーマパーク） 388 410
Sports (NFL,NHL,NBA､MLB) 134 134

表 13　米国の平均チケット価格、観客数、総売上 表 14　米国での主要レジャー家族 4 人
チケット価格 (2015,2016)

表 15 主要レジャーの観客動員数：100 万人
（2015,2016)
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は 3 割以上の客席をプレミアムシーティン
グにリニューアルすると投資家説明会で発
表する興行チェーンが相次いでいる。
　そして米国の AMC チェーンが高級住宅
街に立地する映画館を重点的に改装してい
るのが In-dining（映画館内でのフルコース
に近い食事とアルコール類の提供）であり、
都市部の夜間客が見込める立地ではビアホ
ール並みの銘柄を揃えたドラフトハウスと
称する映画館も展開が始まっている。まも
なくロサンゼルス・ダウンタウンの 7th ス
トリートの再開発である TheBLOC（メイ
シーズ百貨店を全面改装し地下鉄駅との連
絡通路もすでに開通）にもドラフトハウス
シネマがオープンする。日本でも大都市部
の映画館では、このようなドラフトハウス
シネマや食事提供型の次世代映画館が話題
を呼ぶことを願っている。
　PSF/Boutique は逆に特定少数の為の
究極の映画館を目指しており、テーマパ
ーク等での展示映像制作で著名なトラン
ブル氏が提唱する PSF（Premium Small 
Format）スクリーンは“Premium Small 
Format 25.pdf”にコンセプトが示されて
おり、彼が提案する 120fps での時間軸高
解像度映像を 100ft x 100ft x 50ft の半
球面スクリーンを設置した 300 席の階段

状客席で高ダイナミックレンジで鑑賞する
シアターの提案である。Boutique シネマ
は欧州の映画興行チェーンで以前からあっ
た会員専用スクリーンでのロビーサービス
をさらに進化させた高級ブティックの特別
顧客サロンを想定したラウンジが付属する
映画館である。以前の連載でも紹介したソ
ウルのロッテデパートに隣接するロッテシ
ネマではシャーロッテスクリーンと称する
革張りリクライニングシートとフリードリ
ンク付きのプレミアスクリーンが設置され
ていたが、ブティックシネマではさらに高
級感を増したサービス提供となっている。
　Secret Cinema は数年前からロンドン
で始まっているイベント型シネマで、開催
日時のみ告知して参加者を募り、前日に開
催場所と番組内容が参加者のみに通告され
る内容である。詳細は公開されないが演劇
やパフォーマンス、音楽演奏などと映画上
映が一体化した興行内容であり、未だに継
続していることから特定の観客層を掴んで
いると言える。
　Pop-Up Cinema は 10 年 以 上 前 か ら
IBC や ShowWEST 等で展示されていた空
気膨張型仮設スクリーンとデジタル上映シ
ステムをセットにして上映支援サービスを
行う業態である。従来のドライブインシア

ターでは固定設備としてスクリーンや上映
設備を設置する必要があったが、この Pop-
Up Cinema では、最も集客の見込めるシ
ーズンに限定してリースすれば良いのと、
コバンザメ商法と呼ぶと失礼だが大型イベ
ントの隣接地にこのシステムで仮設の屋外
映画館を短時間（スクリーンの膨張と設置
固定は 30 分未満である）で設営できるメ
リットがある。

　表 1 と図 2 には、世界の地域別スクリー
ン構成を示している。
　北米地域は総スクリーン数 43,531

（2D:25,914、 3D: 16745、 Film:872）、
欧 州・ 中 東 地 域 で は 総 ス ク リ ー ン 数
41,840 （2D: 22,081、 3D:18,278、
Film:1,481）、アジア太平洋地域では総
ス ク リ ー ン 数 66,360 （2D:12,905、
3D:46,949、 Film:8,5069）、中南米地域
では総スクリーン数 12,197 （2D:6,993、
3D:5,204、 Film:0）となっており、残存
する Film スクリーンは 8,859 のみであ
り、デジタルスクリーン総数は 155,069 

（2D:67,893、 3D:87,176）である。
　表 2 に示しているように北米地域以外
で 2015 年に 98,498 スクリーンであ
ったデジタルスクリーンが 2016 年に
112,410 スクリーンと 13,912 スクリー
ンと急増したのも中国での行き過ぎた不動
産投資による映画館建設が背景にあり、一
部の報道では現在の中国国内のマンション
建設計画では居住可能人数が 30 億人を越
えていると言われている。昨年末です総ス
クリーン数は米国を越えたとも言われてい
るが、中国国内の映画スクリーンがブラッ
クスクリーンとならないようにと願うしか
無い。
　表 3 には、デジタル 3D スクリーンの
2012 年度以降の進捗状況を示している
が、対前年度変化率でも 15％以上でスク
リーン数が増加しているが、この増加に最
も寄与しているのが中国での新設スクリー
ンの大半が 3D 対応となっていることにあ
る。日本では、一次ハシカにかかったよう
な 3D 映画ブームが吹き荒れ、その後は忘
れ去られている感覚であるが表 20 に示し
ているように米国での 2016 年興行成績上
位 25 作品の内で 3D 配給が 20 作品であ

地域 フィルム デジタル2D デジタル３D 合計

北米 872 25,914 16,745 43,531
EMEA 1,481 22,081 18,278 41,840

アジア太平洋 6,506 12,905 46,949 66,360
中南米 0 6,993 5,204 12,197
全世界 8,859 67,893 87,176 163,928

＊ＥＭＥＡ：欧州（ロシア含む）、中東、アフリカを示している

北米/その他 2012 2013 2014 2015 2016
US/Canada 35,975 39,757 41,518 42,552 42,659
International 53,367 71,572 85,948 98,498 112,410
Total 89,342 111,329 127,466 141,050 155,069

地域 2012 2013 2014 2015 2016 シェア

US/Canada 14,734 15,782 16,143 16,441 16,745 39
EMEA 13,964 15,813 16,880 17,580 18,278 45
Asia Pacific 14,219 17,726 27,472 35,807 46,949 78
Latin America 2,629 3,748 4,294 4,733 5,204 43
Total 45,546 53,069 64,789 74,561 87,176 56
前年度変化率 25 17 22 15 17

地域 2014 2015 2016 シェア
US/Canada 763 889 945 2
EMEA 191 248 295 1
Asia Pacific 558 763 859 1
Latin America 154 205 231 2
Total 1666 2105 2330 1
前年度変化率 26 11

スクリーン構成 2011 2012 2013 2014 2015 2016
1-4スクリーン 6,570 6,386 6,487 6,461 6,449 6,076
5スクリーン以上 33,010 33,276 33,537 33,824 34,098 34,316
合計 39,580 39,662 40,024 40,285 40,547 40,392

種別 2011 2012 2013 2014 2015 2016
フィルム 13,959 6,533 3,222 1,873 1,109 869
デジタル（非３D) 12,686 19,570 22,319 23,617 24,361 24,205
デジタル３D 12,935 13,559 14,483 14,795 15,077 15,318
合計 39,580 39,662 40,024 40,285 40,547 40,392

2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2012
北米 $10.20 $10.80 $10.90 $10.40 $11.10 $11.40 2% 5%

その他の地域 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.20 $27.20 0% 14%
合計 $32.60 $34.70 $35.90 $36.40 $38.30 $38.60 1% 11%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 % Change15vs.14 %Change16vs.12

欧州中東 $10.80 $10.70 $10.90 $10.60 $9.70 $9.50 -2% -11%
アジア太平洋 $9.00 $10.40 $11.10 $12.40 $14.10 $14.90 5% 44%
ラテンアメリカ $2.60 $2.80 $3.00 $3.00 $3.40 $2.80 -18% 2%

合計 $22.40 $23.90 $25.00 $26.00 $27.20 $27.20 0% 14%

1 中華人民共和国 $6.60 11 イタリア $0.70
2 日本 $2.00 12 ロシア $0.70
3 インド $1.90 13 スペイン $0.70
4 英国 $1.70 14 オランダ $0.30
5 フランス $1.60 15 インドネシア $0.30
6 韓国 $1.50 16 台湾 $0.30
7 ドイツ $1.10 17 アルゼンチン $0.30
8 オーストラリア $0.90 18 香港 $0.30
9 メキシコ $0.80 19 ポーランド $0.20

10 ブラジル $0.70 20 トルコ $0.20
International Box Office by Region .All Films (US$ Billions)5

Source: IHS, local sources 名称 本社所在値 スクリーン 館数
1 AMC Theatres Leawood, KS 8,218 659
2 Regal Entertainment Group Knoxville, TN 7,310 564
3 Cinemark USA, Inc. Plano, TX 4,582 339
4 Cineplex Entertainment LP Toronto, ON 1,683 165
5 Marcus Theatres Corp. Milwaukee, WI 885 68
6 Harkins Theatres Scottsdale,AZ 501 33
7 Southern Theatres LLC New Orleans, LA 499 44
8 B & B Theatres Liberty, MO 401 50
9 National Amusements, Inc. Norwood, MA 392 29
10 Malco Theatres Inc. Memphis, TN 341 34
資料出所：http://www.natoonline.org/data/top-10-circuits/

As of January, 2017

表 1　2016 年映画スクリーンの地域別構成 表 2　世界のデジタルスクリーン数推移 (2012-2016)

表 3　世界のデジタル3Dスクリーン数推移 (2012-2016)

表 4　世界の PLF スクリーン数推移 (2014-2016)

表 5　2011 ～ 2016 年米国規模別スクリーン数推移 表 6　2011 ～ 2016 年　米国映画スクリーン種別の推移

表 7　2011 ～ 2016 年での世界興行売上推移
（10億ドル） 表8　2016年北米以外での興行売上推移(10億ドル）

表 9　2016 年度北米以外の興行売上上位 20カ
国（10億ドル）

表 10　北米地域の映画興行チェーン上位 10社
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ることを忘れてはいけない。地域別のデジ
タルスクリーンにおける 3D スクリーンの
市場占有率では北米地域が 39％、欧州中
東地域が 45％、アジア太平洋地域はダン
トツの 78％、そして中南米地域が 43％と
なっており、全世界平均では 56％のシェ
アーを持っていることを世界に向けての映
画配給を志しているかたは忘れないで欲し
い。
　さて、冒頭でも紹介した映画興行チェー
ン独自の大型上映システムである PLF ス
クリーンは昨年末で 2,330 スクリーンと
なり、北米地域が 945、欧州中東地域が
295、そしてアジア太平洋地域が 859、
中南米地域が 231 スクリーンとなって
いる。アジア太平洋地域では 2014 年の
558 スクリーンが 859 まで 300 スクリ
ーン増加しているが、大半が中国での新設
シネコンが旗艦スクリーンに RGB レーザ
ーや 4K プロジェクタを設置した独自ブラ
ンドの PLF スクリーンを展開した結果であ
る。
　次に、米国の映画館経営状況であるが表
5 に示すように 4 スクリーン以下の中小映
画館は 2011 年の 6,570 スクリーンが
2016 年では 6,076 スクリーンと 500
スクリーン減少し、5 スクリーン以上のい
わゆるシネコンも 2011 年の 33,010 ス
クリーンから 34,316 スクリーンへの微
増であり、米国での映画スクリーン数は
40,000 スクリーンで飽和状態となってい
る。表 6 に示しているスクリーンの種別推
移でも 2011 年に 13,959 スクリーンあ
ったフィルム上映対応スクリーンが 869
スクリーン迄激減したのを補うにとどまっ
ているのが現状である。

　表 7 は、世界市場での映画興行売上の推
移であるが、全世界では 2016 年は対前年
度比 1% の微増であり、北米地域は 2% 増
であるものの他の地域が伸び悩んでいる結
果となっており、全世界で 386 億ドル（1
＄/ ￥110 換算では 4 兆 2,460 億円）の
市場規模である。表 8 に示している北米地
域以外の興行売上推移ではアジア太平洋地
域が中国市場の拡大をうけて 5% 増加した
ものの、欧州中東地域が -2％、経済低迷が
続く中南米地域では -18％と落ち込んでい

る。
　表 9 には北米以外での映画興行売上上
位 20 カ国を示しているが中華人民共和国
がダントツの 66 億ドル、第 2 位が日本で
20 億ドル、第 3 位がインドで 19 億ドル、
そして英国 17 億ドル、フランス 16 億ド
ルと続いている。
　さて、米国の映画興行チェーンは中国
の Wanda グループに買収された AMC 
Theatres が豊富な投資資金を駆使して
2015 年に第四位であった Carmike を買
収し、新生 AMC Theatres として総スク
リーン数 8,218、映画館数 659 館と全米
第 1 位の座に登り詰めた。第 2 位の Regal 
Entertainment とはスクリーン数で 908、
映画館数で 95 館の経営規模差を付けて数
年前から取り組んでいる映画館内での食事
提供型スクリーン（Dine-In Theatre）や
3 割以上のスクリーンをリクライニング対
応とするリニューアル施策の実行などで、
さらなる経営体質の改善を図っている。か
つては 1,000 スクリーン以上の映画興行
チェーンが名前を連ねていた全米トップ
10 シネマサーキットも第五位の Marcus 
Theatres が 885 スクリーンと日本の大手
興行チェーンと大差無い経営規模となって
きており、今後も中小映画館チェーンの統
廃合や買収・吸収が続くと予想される。

　表 11 には 1987 年以降の米国映画ス
クリーン数の推移を示しており、東京オリ
ンピック翌年の 1987 年に 22,679 ス
クリーン（内ドライブインが実に 2,084
スクリーン）が 2015 年のピーク時には
40,759 スクリーンにまで増加した。ドラ
イブインスクリーンは 1990 年以降急速に
衰退し現在は 595 スクリーンにまで減少
しているが冒頭でも紹介して空気膨張型ス
クリーンによる Pop-Up Cinema システム
により日本でも復活して欲しいところであ
る。
　映画館数も表 12 に示しているように
1996 年に 7,798 館であった映画館が
5,821 館にまで減少してきており、徒歩圏
の観客を対象とする都市型映画館の衰退な
のか、住宅地の郊外分散による映画館商圏
人口密度の希薄化が原因なのか、はたまた
映画大国米国でも年間映画鑑賞回数が減少
してきている影響なのかは難しいところで
ある。
　表 13 には米国の映画チケット平均価格
の推移を示しており、東京オリンピックが
開催された 1986 年では 3.71 ドルであっ
た映画チケットが現在では 8.65 ドルにま
で上昇している。観客動員数は 2002 年の
15 億 7 千万人をピークにして最近は 13
億人台で推移しており、最近の映画興行市

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2016 39,579 595 40,174 1999 36,448 683 37,131
2015 40,164 595 40,759 1998 33,418 750 34,168
2014 39,356 656 39,956 1997 31,050 815 31,865
2013 39,368 656 40,024 1996 28,905 826 29,731
2012 39,056 606 39,662 1995 26,995 848 27,843
2011 38,974 606 39,580 1994 25,830 859 26,689
2010 38,902 618 39,520 1993 24,789 837 25,626
2009 38,605 628 39,233 1992 24,344 870 25,214
2008 38,201 633 38,834 1991 23,740 899 24,639
2007 38,159 635 38,794 1990 22,904 910 23,814
2006 37,765 650 38,415 1989 21,907 1,014 22,921
2005 37,040 648 37,688 1988 21,632 1,497 23,129
2004 35,795 640 36,435 1987 20,595 2,084 22,679
2003 35,016 634 35,650
2002 35,022 666 35,688
2001 34,823 683 35,506
2000 35,696 683 36,379

資料出所: http://www.natoonline.org/data/
ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が大きく異なる

年度 屋内 ドライブイン 合計 年度 屋内 ドライブイン 合計
2016 5,472 349 5,821 1999 7,031 446 7,477
2015 5,484 349 5,833 1998 6,894 524 7,418
2014 5,463 393 5,856 1997 6,903 577 7,480
2013 5,326 393 5,719 1996 7,215 583 7,798
2012 5,317 366 5,683 1995 7,151 593 7,744
2011 5,331 366 5,697
2010 5,399 374 5,773
2009 5,561 381 5,942
2008 5,403 383 5,786
2007 5,545 383 5,928
2006 5,543 396 5,939
2005 5,713 401 6,114
2004 5,629 402 6,031
2003 5,700 400 6,100
2002 5,712 432 6,144
2001 5,813 440 6,253
2000 6,550 442 6,992

資料出所: http://www.natoonline.org/data/us-cinema-sites/
ドライブインシアターは冬季休業となるために夏期の集計値と年末での集計数が大きく異なる

表 11　米国映画スクリーン数の推移 (2016 年 5 月集計） 表 12　米国映画館数の推移 (2016 年 5 月集計）

2015 2016
NFL（アメリカンフットボール） 343.32 371.92

NHL（アイスホッケー） 248.72 248.72
NBA（バスケット） 215.92 223.52

Theme Parks（テーマパーク） 209.44 233.40
MLB（大リーグ野球） 115.76 124.00

Cinemas（映画） 33.72 34.60

年度 価格 観客 総売上 年度 価格 観客 総売上
2016 ¥8.65 1.314 $11.372 1999 $5.06 1.440 $7.330
2015 $8.43 1.320 $11.120 1998 $4.69 1.438 $6.860
2014 $8.17 1.270 $10.400 1997 $4.59 1.354 $6.216
2013 $8.13 1.340 $10.920 1996 $4.42 1.319 $5.817
2012 $7.96 1.360 $10.790 1995 $4.35 1.211 $5.269
2011 $7.93 1.280 $10.180 1994 $4.08 1.240 $5.184
2010 $7.89 1.339 $10.580 1993 $4.14 1.182 $4.897
2009 $7.50 1.414 $10.600 1992 $4.15 1.099 $4.563
2008 $7.18 1.341 $9.634 1991 $4.21 1.140 $4.800
2007 $6.88 1.400 $9.632 1990 $4.22 1.190 $5.020
2006 $6.55 1.401 $9.170 1989 $3.99 1.260 $5.030
2005 $6.41 1.376 $8.820 1988 $4.11 1.080 $4.460
2004 $6.21 1.484 $9.290 1987 $3.91 1.090 $4.250
2003 $6.03 1.521 $9.150 1986 $3.71
2002 $5.80 1.570 $9.090 1985 $3.55
2001 $5.65 1.438 $8.110 1984 $3.36
2000 $5.39 1.383 $7.510

資料出所　：http://www.natoonline.org/data/

2015 2016
Cinemas （映画） 1,321 1315

Theme Parks （テーマパーク） 388 410
Sports (NFL,NHL,NBA､MLB) 134 134

表 13　米国の平均チケット価格、観客数、総売上 表 14　米国での主要レジャー家族 4 人
チケット価格 (2015,2016)

表 15 主要レジャーの観客動員数：100 万人
（2015,2016)
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場の分析では飽和状態であると述べられて
いる。
　毎年恒例の、家族4人での娯楽に要す
る費用比較ではアメリカンフットボール
（NFL）観戦では371ドル、アイスホッ
ケー（NHL）では248ドル、ディズニー
やユニバーサルスタジオに代表されるテー
マパークでは233ドルであるのに対して、
映画鑑賞では34ドルのチケット代で済ま
す事ができるいかに格安のレジャーである
かの対比結果を表14に示している。ただ
し、このチケット価格に付加される飲食代
等は含まれていないので、家族の財布を管
理する主人もしくは夫人にとって家族の一
大イベントとしてどのレジャーを選ぶのか
は興味深い所である。
　表15には、年間の観客動員数を比較し
ており、映画が13億1千5百万人を動
員しており、テーマパークは4億1千万
人、プロスポーツ（NFL、NHL、NBA、
MLB）合計でも1億3千4百万人であり、
MPAAは常に米国民にとって最高かつ最大
のレジャーは映画鑑賞であることを強調し
ている。
　さて、この映画ファンを引きつける映画
制作の状況は表16に示しているように、
かなり厳しいと言える状況となってきてい
る。表16、17、18に示しているように
ハリウッドメジャーによる映画制作本数は
100本が限界と言える状況になってきてお
り、特に公称制作費が15億円を越える大

作の比率も15％以上には増えそうも無い。
制作費が100万ドル未満の作品も年間で
200本以上制作配給はされるものの、既存
の映画館による興行市場ではせいぜい数ス
クリーンから数十スクリーンで1〜2週
間上映されるだけで消えていくと言うか忘
れ去られていく運命にある。表18に示し
ているように、ハリウッドメジャーによる
映画制作能力は減退しており、特に10〜
20億前後の低予算で隠れたヒット作を生
み出していた子会社による、いわゆる楽し
いB級作品（ABCのランクは、あくまで
も低予算であるためにセットや背景処理が
粗末である意味である）が半減し、結果と
して映画館経営の悩みの種である平日の客
席稼働率を上げるための多様な上映作品不
足になってしまう。
　表20に示している2016年度興行成績
上位25作品で、ディズニーは実に8作品
がランク入りを果たし、トップ3を独占し
ている。当然のことながら買収したルーカ
スフィルム作品の効果は絶大であり、興行
成績2位と10位にスターウォーズシリー
ズが並んでいる。
　一方で、ソニーピクチャーはゴーストバ
スターシリーズ作品が21位にランクイン
しただけであり、ソニー本体の決算にも影
響を及ぼしている。このハリウッドメジャ
ー各社の北米及び全世界での興行成績と実
収益の分析については解析を済ませてから
改めて報告させていただく。

　さて、表21と表22は映画館来場者の
人種構成分析であり、人口構成比に比べて
観客比率が高いのはヒスパニック系であり
人口構成比より2ポイント高い比率となっ
ており、アジア系も1ポイント高い比率で
ある。実際に支払った人種構成では白人系
が人口比率より11ポイントも低いことに
ついては、どのように解釈すれば良いのか
映画関係のマーケティング講義資料でリサ
ーチしてみたい話題である。ヒスパニック
系の映画好きはよく話題になっており、表
22の調査結果でも明らかなように人口比
率より5ポイントも高い映画館来場者があ
ることから中南米映画の専門配給会社も数
社ハリウッドに存在している。
　表23には、3D映画とPLFスクリーン
の年代別鑑賞比率であるが、予想通り11
〜17歳のハイスクール世代が最も鑑賞比
率が高く、思春期のデートには“3D”か
“PLF”がクールの感覚である。50〜59
歳の年代でも、この鑑賞比率が高いことは
注目すべきであり、日本の映画配給・興行
関係者も注目しておいていただきたい。
　さて、米国の映画配給会社が映画広告の
出口はどこなのかとして最近調査を続けて
いるのが表24と表25に示している映画
観客層の IT機器保有台数と機種である。一
般の成年男女平均で IT機器（この調査では
PC、スマートフォン、DVD/Bプレイヤー、
タブレット、ネットビデオ接続機器、ビデ
オゲーム）保有台数が4台：20％、5台：

2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比
MPAAメンバー 100 99 106 110 114 99 -13% -
独立系（推定制作費100万ドル以上） 399 377 349 371 387 411 6% 9%
　-制作費1500万ドル以上の割合 14% 18% 15% 14% 15% 15% -- --
推定制作費１００万ドル以上の作品合計 499 476 455 481 501 510 4% 7%
独立系（推定制作費100万ドル未満） 319 252 283 226 290 279
総制作映画作品数 818 728 738 707 791 789

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2007年比
レイティング作品数 853 840 897 793 706 758 726 713 708 613 605 -1% -28%
-MPAAメンバー 296 233 201 177 174 169 166 169 165 167 176 5% -24%
-MPAA以外 557 607 696 616 532 589 560 544 543 446 429 -4% -29%

Source: CARA (Film ratings), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2007
配給作品数の推移 594 611 638 557 563 609 678 661 709 708 718 1% 18%

　-3D作品 8 6 8 20 26 45 40 45 47 40 52 30% n/a

　-LF（IMAX等） 11 11 15 14 16 21 26 32 30 36 42 17% n/a
MPAA合計 204 189 168 158 141 141 128 114 136 147 139 -5% -26%
-MPAAスタジオ 124 107 108 111 104 104 94 84 100 100 97 -3% -9%
ｰMPAA子会社 80 82 60 47 37 37 34 30 36 47 42 -11% -49%
独立系 390 422 470 399 422 468 550 547 573 561 579 3% 37%

Sources: comScore .Box Office Essentials (Total), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
平均チケット価格(US$) 6.55 6.88 7.18 7.5 7.89 7.93 7.96 8.13 8.17 8.43 8.65
対前年度比変化率 2% 5% 4% 4% 5% 1% 0% 2% 0% 3% 3%
消費物価指数補正での前年度比 3% 3% 4% 0% 2% 3% 2% 2% 2% 0% 1%

Sources: National Association of Theatre Owners (NATO) (Ticket price), Bureau of Labor Statistics (BLS) (Consumer Price Index)

ランク 作品名 配給 興行売上 レーティング 3D

1 Finding Dory Disney $486.30 PG ○

2 Rogue One: A Star Wars Story* Disney $408.20 PG-13 ○

3 Captain America: Civil War Disney $408.10 PG-13 ○
4 Secret Life Of Pets Universal $368.40 PG ○
5 The Jungle Book Disney $364.00 PG ○
6 Deadpool 20th Century Fox $363.10 R
7 Zootopia Disney $341.30 PG ○
8 Batman V Superman: Dawn Of Justice Warner Bros. $330.40 PG-13 ○
9 Suicide Squad Warner Bros. $325.10 PG-13 ○
10 Star Wars: The Force Awakens** Disney $284.70 PG-13 ○
11 Doctor Strange* Disney $229.90 PG-13 ○
12 Fantastic Beasts And Where To Find Them* Warner Bros. $222.70 PG-13 ○
13 Moana* Disney $206.50 PG ○
14 Revenant, The** 20th Century Fox $182.80 R
15 Jason Bourne Universal $162.40 PG-13
16 Star Trek Beyond Paramount $158.80 PG-13 ○
17 X-Men: Apocalypse 20th Century Fox $155.40 PG-13 ○
18 Sing* Universal $152.90 PG ○
19 Trolls* 20th Century Fox $150.10 PG ○
20 Kung Fu Panda 3 20th Century Fox $143.50 PG ○
21 Ghostbusters(2016) Sony $128.40 PG-13 ○
22 Central Intelligence Warner Bros. $127.40 PG-13
23 The Legend Of Tarzan Warner Bros. $126.60 PG-13 ○
24 Sully Warner Bros. $125.00 PG-13
25 Bad Moms STX Entertainment $113.30 R

表 20　2016 年興行売上上位 25作品

表 16　2011 ～ 2016 年　米国の映画制作状況

表 17　2006 ～ 2015　米国フィルムレイティング映画作品数の推移

表 18　2006 ～ 2016　米国配給作品数の推移

表 19　2016 年平均チケット価格の推移
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21％、6 台：19％であるのに対して年間
に何回も映画を鑑賞する映画ファンでは保
有台数 4 台：25％、5 台 :29％、6 台：
25％と明らかに多く、かつ保有機器の種別
では PC が 10 ポイント、スマートフォン
が 11 ポイントも高い調査結果が出ている。
また、米国では数年前から既存のテレビ業
界の広告収入より、ネット業界の広告収入
が上待っていることが報じられており新作
映画の広告媒体もネット主体に切り替えて
来ている。
　この背景の中で、AT&T による買収が進
んでいるワーナーブラザーズは封切り後 3
週間経過で 50$ のプレミア VOD をアッ
プルストア等で開始するとの水面下交渉を
始めていると種々報道されてきており、3
月の CinemaCon でも密室内での交渉は
伝わってくるが合意については一切報道さ
れなかった。また、昨年迄の封切り後の
DVD 販売や VOD 開始が実施的に 90 日
を割り込んできており、封切り後 30 日（4
週間）で 30 ＄のプレミアム VOD ではど
うか、はたまた封切り後のレンタル料率を
改訂し、予想される映画館側の売上低下率
5 〜 8％を補填するから等々の交渉につい
て漏れ伝わってきているところである。
　前述の家族 4 人でのチケット料金につい
ては封切り週であれば 8 割以上が作品レン
タル料として配給側に回収されてしまい、
映画館側には売店売上げの効果が頼みとな
ることから配給側と映画館側とのせめぎ合
いは当分続きそうである。

　また、冒頭で紹介したアマゾンスタジオ
やネットフリックスによるインディペンド
系映画作品の買い付けも、劇場公開と同時
にネット配信を行うことが前提である。作
品買い付けで最も注目されているサンダン
ス映画祭（米国ユタ州のソルトレイク市で
開催されている）は何年も前から映画祭上
映と同時に DVD 販売も開始しており、こ
の映画祭に参加する映画関係者には違和感
が無いと考えられる。アマゾンスタジオで
は、この映画作品買い付けと並行して、ネ
ット上での脚本募集や作品トレイラーの受
付も行っており、ネット経由での人気ドラ
マや人気映画が登場してくればハリウッド
デビューを目指す新人クリエータに取って
は新たな登竜門として期待されるところで
有り、数年後のオスカー候補作品の大半は
アマゾンスタジオが独占するのではとの希
望的観測もある。
　冒頭で紹介した VPF で導入されたデジ
タルプロジェクタとシネマサーバが今後 7
〜 8 年間で逐次契約満了で更新時期を迎
えることになり、蛍光体励起型レーザープ
ロジェクタへの置き換えが加速していくと
紹介したが、映画館でのチケットレス発券
や、割引き特典付きプリベイトカードや、
完全キャッシュレスシアターの出現など映
画館の IT 化も急速にすすんでいる。韓国
では以前から韓国映画振興院院（KOFIC）
のオンライン発券システムが導入されラ
ルタイムでの作品別観客数が把握できる
などの IT 化が進んでいる。この IT 化進捗

Ichiro Kawakami
デジタル・ルック・ラボ

白人 ヒスパニック 黒人 アジア他

人口比率 62 18 12 8

映画観客 59 20 12 9

チケット購入 51 21 14 14

2016 Moviegoers:246million 2016 Admissions:1.32billion

2011 2012 2013 2014 2015 2016 人口比率 ファン比率

黒人 4.5 4.4 4.3 3.7 3.8 5.6 12 15

白人 19.5 23.2 17.8 21.2 19.3 18.3 62 51

ヒスパニック 8.4 10.9 11.6 9.6 7.9 8.3 18 23

アジア人／その他 3.5 3.2 2.7 3.3 3.2 3.9 8 11

黒人：アフリカ系黒人を意味するAfrican American　と表記される
白人：中央ヨーロッパのコーカサス系白人を意味するCaucasians　と表記される
ヒスパニック：メキシコ人に代表されるスペイン語系中南米民族出身者Hispanicと表記される
アジア人その他はAsian/OtherもしくはNative American/Otherと表記される

年代 鑑賞比率

2-11 3.2

11-17 4.1

18-24 3.9
25-39 3.2
40-49 2.8
50-59 3.6
60+ 2.6

無し 1 2 3 4 5 6

成年平均 5 8 11 15 20 21 19
映画観客 2 5 8 14 21 25 23
映画ファン 1 4 5 9 25 29 25

PC スマートフォン ディスクプレイヤー タブレット ネットビデオ ビデオゲーム

成年平均 76 77 68 56 54 46
映画観客 83 84 71 62 61 54
映画ファン 86 88 75 64 65 59

表 25　2016 年米国映画観客層の IT 機器種別保有率 [%]

表 21　2016 年米国人種構成と映画観客 表 22　2016 年米国人種別映画ファン来場者数（100万人）と人口比率

表 23　3D/PLF 年代別鑑賞比率

表 24　2016 年米国映画館客層の IT 機器保有台数 [%] で懸念されていたサイバーアタックによる
被害がフランス最大の映画興行チェーンで
ある Gaumont-Pathé で発生したことが
Celluloid Junkey（ttps://celluloidjunkie.
com/2017/04/20/the-cyber-threats-
facing-cinemas/）で報じられた。同社が
発行するプリベイトカードがサイバーアッ
タクを受け偽造されたプリベードカードが
多数発見されたことである。この偽造カー
ド発行は少なくとも 3 年前から行われてい
たとの報道もある。日本でもテレフォンカ
ード偽造や、衛星放送視聴用の B-CAS カ
ード不正書き換え等の事件があったが、映
画館チェーンでの特典付きプリベードカー
ド等が市場を拡大すれば当然のことながら
犯罪集団のターゲットとなる可能性が強い。
　今後の映画興行チェーンに向けたネット
犯罪や、プレミア VOD に伴うネット配信
作品の盗用など映画業界とサイバー犯罪と
の戦いは続きそうであるが、デジタル配給
のハリウッドスタイル一元管理は、上映済
みフィルムの再利用による 2 番館、3 番館
型映画館の消滅となってしまった。ハリウ
ッドでのポストプロダクション作業ではネ
ットワーク起動型の端末作業が一般的で有
り、端末自体にはメモリー以外の記憶装置
を一切物理的に装備しないことが常識とな
っている。従って編集作業中の作品を USB
経由で外付け記憶装置に転送する等の行為
は物理的に不可能となっている。この考え
方で、ネットワーク接続でメモリーのみ実
装した 2 番館・3 番館向けデジタルシネマ
サーバー等が登場してくれれば、熱排気ダ
クトが不要の蛍光体励起型レーザープロジ
ェクタとの組み合わせにより無人運用かつ
映写室が不要な街中・駅ナカ・ビル中シネ
マの誕生となると考えている。
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場の分析では飽和状態であると述べられて
いる。
　毎年恒例の、家族4人での娯楽に要す
る費用比較ではアメリカンフットボール
（NFL）観戦では371ドル、アイスホッ
ケー（NHL）では248ドル、ディズニー
やユニバーサルスタジオに代表されるテー
マパークでは233ドルであるのに対して、
映画鑑賞では34ドルのチケット代で済ま
す事ができるいかに格安のレジャーである
かの対比結果を表14に示している。ただ
し、このチケット価格に付加される飲食代
等は含まれていないので、家族の財布を管
理する主人もしくは夫人にとって家族の一
大イベントとしてどのレジャーを選ぶのか
は興味深い所である。
　表15には、年間の観客動員数を比較し
ており、映画が13億1千5百万人を動
員しており、テーマパークは4億1千万
人、プロスポーツ（NFL、NHL、NBA、
MLB）合計でも1億3千4百万人であり、
MPAAは常に米国民にとって最高かつ最大
のレジャーは映画鑑賞であることを強調し
ている。
　さて、この映画ファンを引きつける映画
制作の状況は表16に示しているように、
かなり厳しいと言える状況となってきてい
る。表16、17、18に示しているように
ハリウッドメジャーによる映画制作本数は
100本が限界と言える状況になってきてお
り、特に公称制作費が15億円を越える大

作の比率も15％以上には増えそうも無い。
制作費が100万ドル未満の作品も年間で
200本以上制作配給はされるものの、既存
の映画館による興行市場ではせいぜい数ス
クリーンから数十スクリーンで1〜2週
間上映されるだけで消えていくと言うか忘
れ去られていく運命にある。表18に示し
ているように、ハリウッドメジャーによる
映画制作能力は減退しており、特に10〜
20億前後の低予算で隠れたヒット作を生
み出していた子会社による、いわゆる楽し
いB級作品（ABCのランクは、あくまで
も低予算であるためにセットや背景処理が
粗末である意味である）が半減し、結果と
して映画館経営の悩みの種である平日の客
席稼働率を上げるための多様な上映作品不
足になってしまう。
　表20に示している2016年度興行成績
上位25作品で、ディズニーは実に8作品
がランク入りを果たし、トップ3を独占し
ている。当然のことながら買収したルーカ
スフィルム作品の効果は絶大であり、興行
成績2位と10位にスターウォーズシリー
ズが並んでいる。
　一方で、ソニーピクチャーはゴーストバ
スターシリーズ作品が21位にランクイン
しただけであり、ソニー本体の決算にも影
響を及ぼしている。このハリウッドメジャ
ー各社の北米及び全世界での興行成績と実
収益の分析については解析を済ませてから
改めて報告させていただく。

　さて、表21と表22は映画館来場者の
人種構成分析であり、人口構成比に比べて
観客比率が高いのはヒスパニック系であり
人口構成比より2ポイント高い比率となっ
ており、アジア系も1ポイント高い比率で
ある。実際に支払った人種構成では白人系
が人口比率より11ポイントも低いことに
ついては、どのように解釈すれば良いのか
映画関係のマーケティング講義資料でリサ
ーチしてみたい話題である。ヒスパニック
系の映画好きはよく話題になっており、表
22の調査結果でも明らかなように人口比
率より5ポイントも高い映画館来場者があ
ることから中南米映画の専門配給会社も数
社ハリウッドに存在している。
　表23には、3D映画とPLFスクリーン
の年代別鑑賞比率であるが、予想通り11
〜17歳のハイスクール世代が最も鑑賞比
率が高く、思春期のデートには“3D”か
“PLF”がクールの感覚である。50〜59
歳の年代でも、この鑑賞比率が高いことは
注目すべきであり、日本の映画配給・興行
関係者も注目しておいていただきたい。
　さて、米国の映画配給会社が映画広告の
出口はどこなのかとして最近調査を続けて
いるのが表24と表25に示している映画
観客層の IT機器保有台数と機種である。一
般の成年男女平均で IT機器（この調査では
PC、スマートフォン、DVD/Bプレイヤー、
タブレット、ネットビデオ接続機器、ビデ
オゲーム）保有台数が4台：20％、5台：

2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比
MPAAメンバー 100 99 106 110 114 99 -13% -
独立系（推定制作費100万ドル以上） 399 377 349 371 387 411 6% 9%
　-制作費1500万ドル以上の割合 14% 18% 15% 14% 15% 15% -- --
推定制作費１００万ドル以上の作品合計 499 476 455 481 501 510 4% 7%
独立系（推定制作費100万ドル未満） 319 252 283 226 290 279
総制作映画作品数 818 728 738 707 791 789

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2007年比
レイティング作品数 853 840 897 793 706 758 726 713 708 613 605 -1% -28%
-MPAAメンバー 296 233 201 177 174 169 166 169 165 167 176 5% -24%
-MPAA以外 557 607 696 616 532 589 560 544 543 446 429 -4% -29%

Source: CARA (Film ratings), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 前年度比 2007
配給作品数の推移 594 611 638 557 563 609 678 661 709 708 718 1% 18%

　-3D作品 8 6 8 20 26 45 40 45 47 40 52 30% n/a

　-LF（IMAX等） 11 11 15 14 16 21 26 32 30 36 42 17% n/a
MPAA合計 204 189 168 158 141 141 128 114 136 147 139 -5% -26%
-MPAAスタジオ 124 107 108 111 104 104 94 84 100 100 97 -3% -9%
ｰMPAA子会社 80 82 60 47 37 37 34 30 36 47 42 -11% -49%
独立系 390 422 470 399 422 468 550 547 573 561 579 3% 37%

Sources: comScore .Box Office Essentials (Total), MPAA (Subtotals)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
平均チケット価格(US$) 6.55 6.88 7.18 7.5 7.89 7.93 7.96 8.13 8.17 8.43 8.65
対前年度比変化率 2% 5% 4% 4% 5% 1% 0% 2% 0% 3% 3%
消費物価指数補正での前年度比 3% 3% 4% 0% 2% 3% 2% 2% 2% 0% 1%

Sources: National Association of Theatre Owners (NATO) (Ticket price), Bureau of Labor Statistics (BLS) (Consumer Price Index)

ランク 作品名 配給 興行売上 レーティング 3D

1 Finding Dory Disney $486.30 PG ○

2 Rogue One: A Star Wars Story* Disney $408.20 PG-13 ○

3 Captain America: Civil War Disney $408.10 PG-13 ○
4 Secret Life Of Pets Universal $368.40 PG ○
5 The Jungle Book Disney $364.00 PG ○
6 Deadpool 20th Century Fox $363.10 R
7 Zootopia Disney $341.30 PG ○
8 Batman V Superman: Dawn Of Justice Warner Bros. $330.40 PG-13 ○
9 Suicide Squad Warner Bros. $325.10 PG-13 ○
10 Star Wars: The Force Awakens** Disney $284.70 PG-13 ○
11 Doctor Strange* Disney $229.90 PG-13 ○
12 Fantastic Beasts And Where To Find Them* Warner Bros. $222.70 PG-13 ○
13 Moana* Disney $206.50 PG ○
14 Revenant, The** 20th Century Fox $182.80 R
15 Jason Bourne Universal $162.40 PG-13
16 Star Trek Beyond Paramount $158.80 PG-13 ○
17 X-Men: Apocalypse 20th Century Fox $155.40 PG-13 ○
18 Sing* Universal $152.90 PG ○
19 Trolls* 20th Century Fox $150.10 PG ○
20 Kung Fu Panda 3 20th Century Fox $143.50 PG ○
21 Ghostbusters(2016) Sony $128.40 PG-13 ○
22 Central Intelligence Warner Bros. $127.40 PG-13
23 The Legend Of Tarzan Warner Bros. $126.60 PG-13 ○
24 Sully Warner Bros. $125.00 PG-13
25 Bad Moms STX Entertainment $113.30 R

表 20　2016 年興行売上上位 25作品

表 16　2011 ～ 2016 年　米国の映画制作状況

表 17　2006 ～ 2015　米国フィルムレイティング映画作品数の推移

表 18　2006 ～ 2016　米国配給作品数の推移

表 19　2016 年平均チケット価格の推移
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21％、6 台：19％であるのに対して年間
に何回も映画を鑑賞する映画ファンでは保
有台数 4 台：25％、5 台 :29％、6 台：
25％と明らかに多く、かつ保有機器の種別
では PC が 10 ポイント、スマートフォン
が 11 ポイントも高い調査結果が出ている。
また、米国では数年前から既存のテレビ業
界の広告収入より、ネット業界の広告収入
が上待っていることが報じられており新作
映画の広告媒体もネット主体に切り替えて
来ている。
　この背景の中で、AT&T による買収が進
んでいるワーナーブラザーズは封切り後 3
週間経過で 50$ のプレミア VOD をアッ
プルストア等で開始するとの水面下交渉を
始めていると種々報道されてきており、3
月の CinemaCon でも密室内での交渉は
伝わってくるが合意については一切報道さ
れなかった。また、昨年迄の封切り後の
DVD 販売や VOD 開始が実施的に 90 日
を割り込んできており、封切り後 30 日（4
週間）で 30 ＄のプレミアム VOD ではど
うか、はたまた封切り後のレンタル料率を
改訂し、予想される映画館側の売上低下率
5 〜 8％を補填するから等々の交渉につい
て漏れ伝わってきているところである。
　前述の家族 4 人でのチケット料金につい
ては封切り週であれば 8 割以上が作品レン
タル料として配給側に回収されてしまい、
映画館側には売店売上げの効果が頼みとな
ることから配給側と映画館側とのせめぎ合
いは当分続きそうである。

　また、冒頭で紹介したアマゾンスタジオ
やネットフリックスによるインディペンド
系映画作品の買い付けも、劇場公開と同時
にネット配信を行うことが前提である。作
品買い付けで最も注目されているサンダン
ス映画祭（米国ユタ州のソルトレイク市で
開催されている）は何年も前から映画祭上
映と同時に DVD 販売も開始しており、こ
の映画祭に参加する映画関係者には違和感
が無いと考えられる。アマゾンスタジオで
は、この映画作品買い付けと並行して、ネ
ット上での脚本募集や作品トレイラーの受
付も行っており、ネット経由での人気ドラ
マや人気映画が登場してくればハリウッド
デビューを目指す新人クリエータに取って
は新たな登竜門として期待されるところで
有り、数年後のオスカー候補作品の大半は
アマゾンスタジオが独占するのではとの希
望的観測もある。
　冒頭で紹介した VPF で導入されたデジ
タルプロジェクタとシネマサーバが今後 7
〜 8 年間で逐次契約満了で更新時期を迎
えることになり、蛍光体励起型レーザープ
ロジェクタへの置き換えが加速していくと
紹介したが、映画館でのチケットレス発券
や、割引き特典付きプリベイトカードや、
完全キャッシュレスシアターの出現など映
画館の IT 化も急速にすすんでいる。韓国
では以前から韓国映画振興院院（KOFIC）
のオンライン発券システムが導入されラ
ルタイムでの作品別観客数が把握できる
などの IT 化が進んでいる。この IT 化進捗

Ichiro Kawakami
デジタル・ルック・ラボ

白人 ヒスパニック 黒人 アジア他

人口比率 62 18 12 8

映画観客 59 20 12 9

チケット購入 51 21 14 14

2016 Moviegoers:246million 2016 Admissions:1.32billion

2011 2012 2013 2014 2015 2016 人口比率 ファン比率

黒人 4.5 4.4 4.3 3.7 3.8 5.6 12 15

白人 19.5 23.2 17.8 21.2 19.3 18.3 62 51

ヒスパニック 8.4 10.9 11.6 9.6 7.9 8.3 18 23

アジア人／その他 3.5 3.2 2.7 3.3 3.2 3.9 8 11

黒人：アフリカ系黒人を意味するAfrican American　と表記される
白人：中央ヨーロッパのコーカサス系白人を意味するCaucasians　と表記される
ヒスパニック：メキシコ人に代表されるスペイン語系中南米民族出身者Hispanicと表記される
アジア人その他はAsian/OtherもしくはNative American/Otherと表記される

年代 鑑賞比率

2-11 3.2

11-17 4.1

18-24 3.9
25-39 3.2
40-49 2.8
50-59 3.6
60+ 2.6

無し 1 2 3 4 5 6

成年平均 5 8 11 15 20 21 19
映画観客 2 5 8 14 21 25 23
映画ファン 1 4 5 9 25 29 25

PC スマートフォン ディスクプレイヤー タブレット ネットビデオ ビデオゲーム

成年平均 76 77 68 56 54 46
映画観客 83 84 71 62 61 54
映画ファン 86 88 75 64 65 59

表 25　2016 年米国映画観客層の IT 機器種別保有率 [%]

表 21　2016 年米国人種構成と映画観客 表 22　2016 年米国人種別映画ファン来場者数（100万人）と人口比率

表 23　3D/PLF 年代別鑑賞比率

表 24　2016 年米国映画館客層の IT 機器保有台数 [%] で懸念されていたサイバーアタックによる
被害がフランス最大の映画興行チェーンで
ある Gaumont-Pathé で発生したことが
Celluloid Junkey（ttps://celluloidjunkie.
com/2017/04/20/the-cyber-threats-
facing-cinemas/）で報じられた。同社が
発行するプリベイトカードがサイバーアッ
タクを受け偽造されたプリベードカードが
多数発見されたことである。この偽造カー
ド発行は少なくとも 3 年前から行われてい
たとの報道もある。日本でもテレフォンカ
ード偽造や、衛星放送視聴用の B-CAS カ
ード不正書き換え等の事件があったが、映
画館チェーンでの特典付きプリベードカー
ド等が市場を拡大すれば当然のことながら
犯罪集団のターゲットとなる可能性が強い。
　今後の映画興行チェーンに向けたネット
犯罪や、プレミア VOD に伴うネット配信
作品の盗用など映画業界とサイバー犯罪と
の戦いは続きそうであるが、デジタル配給
のハリウッドスタイル一元管理は、上映済
みフィルムの再利用による 2 番館、3 番館
型映画館の消滅となってしまった。ハリウ
ッドでのポストプロダクション作業ではネ
ットワーク起動型の端末作業が一般的で有
り、端末自体にはメモリー以外の記憶装置
を一切物理的に装備しないことが常識とな
っている。従って編集作業中の作品を USB
経由で外付け記憶装置に転送する等の行為
は物理的に不可能となっている。この考え
方で、ネットワーク接続でメモリーのみ実
装した 2 番館・3 番館向けデジタルシネマ
サーバー等が登場してくれれば、熱排気ダ
クトが不要の蛍光体励起型レーザープロジ
ェクタとの組み合わせにより無人運用かつ
映写室が不要な街中・駅ナカ・ビル中シネ
マの誕生となると考えている。


